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越
州
沙
門
大
愚
良
寛
の
遷
化
を
看
取
っ
た
聞
法
の
徒
貞
心
尼
は
、
師
良
寛
の
遺
徳
の
埋
も
れ
る
の
を
哀
し
み
、
師
と
の
間
に
唱
和
し
た
和
歌
を
綴
り
『
者
知
須
能
露
』
（
は
ち
す
の
露
）
の
一
書
を
遺
し
て
い
る
。
ま
た
、
貞
心
尼
は
先
師
の
遺
墨
、
遺
詠
を
集
め
て
一
本
を
編
み
残
す
願
い
も
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
貞
心
尼
自
筆
の
書
簡
や
文
稿
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
師
の
風
光
が
こ
の
尼
僧
あ
っ
て
世
に
伝
え
ら
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
、
越
後
に
ゆ
か
り
を
も
っ
た
信
濃
穂
高
郡
下
高
井
村
出
身
の
禅
僧
謙
巖
藏
雲
は
、
巡
錫
、
行
脚
す
る
越
後
の
各
地
で
伝
聞
、
目
睹
す
る
先
学
良
寛
の
風
姿
、
遺
墨
に
催
さ
れ
、
そ
の
遺
芳
を
留
め
、
永
く
世
に
遺
す
こ
と
を
自
ら
の
志
願
と
し
、
そ
の
実
現
へ
の
歩
み
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
風
姿
を
直
に
知
る
貞
心
尼
等
に
し
ば
し
ば
面
晤
し
、
庵
住
の
地
国
上
等
を
も
訪
れ
、
後
に
篤
実
な
貞
心
尼
の
奔
走
や
同
学
の
傑
才
覺
仙
坦
山
の
支
援
を
得
て
、
慶
應
三
年
（
一
八
六
七
）
春
に
『
良
寛
道
人
遺
』
の
編
書
を
江
戸
芝
明
神
前
の
尚
古
堂
か
ら
上
梓
す
る
に
及
ん
で
い
る
。
貞
心
尼
と
藏
雲
和
尚
間
に
取
り
交
わ
さ
れ
た
書
簡
は
、
新
潟
の
在
地
の
研
究
者
で
も
あ
っ
た
上
杉
艸
庵
（
法
輪
寺
住
職
法
水
涓
潤
）
師
や
相
馬
御
風
氏
を
は
じ
め
に
、
木
村
秋
雨
（
韜
光
庵
住
職
祖
岳
孝
禪
）
師
及
び
貞
心
尼
の
事
蹟
研
究
に
心
血
を
注
い
だ
堀
桃
坡
氏
ら
に
よ
っ
て
紹
介
、
採
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
何
れ
も
が
原
蹟
の
掲
出
を
欠
い
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
録
文
の
個
々
の
是
非
を
含
め
て
精
確
な
原
蹟
書
影
の
提
示
が
求
め
続
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
筆
者
は
、
先
に
本
誌
第
八
八
九
号
誌
上
で
、
新
潟
県
燕
市
（
旧
、
分
水
町
）
所
在
の
良
寛
史
料
館
所
蔵
の
貞
心
尼
自
筆
前
橋
龍
海
院
藏
雲
和
尚
宛
書
簡
（
複
製
本
、
原
蹟
所
蔵
者
未
詳
）
に
拠
っ
て
そ
の
詳
細
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
そ
の
折
共
著
者
が
附
録
と
し
て
当
時
未
見
の
原
書
簡
類
を
堀
氏
の
採
録
文
の
ま
ま
に
掲
出
し
て
い
る
。
前
橋
龍
海
院
第
二
九
世
と
な
っ
て
い
た
藏
雲
和
尚
に
宛
て
た
貞
心
尼
の
自
筆
書
簡
類
は
、
頭
初
藏
雲
和
尚
の
手
元
に
保
存
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
遷
化
後
、
唯
一
の
嗣
法
の
弟
子
で
あ
る
洞
水
覺
山
和
尚
の
篋
中
に
保
管
さ
れ
、
明
治
一
一
年
同
和
尚
が
出
自
地
の
越
後
に
帰
り
刈
羽
郡
平
井
村
（
現
、
柏
崎
市
平
井
）
の
全
性
寺
に
晋
住
す
る
に
及
ん
で
、
先
師
の
遺
品
と
共
に
該
地
に
運
ば
れ
、
ま
た
尓
後
普
廣
寺
へ
の
転
住
に
伴
い
、
そ
れ
ら
が
さ
ら
に
移
蔵
さ
れ
、
そ
の
後
、
火
災
で
焼
亡
し
た
も
の
も
半
ば
あ
っ
た
如
く
で
あ
る
が
、
覺
山
和
尚
の
手
中
に
あ
っ
た
先
師
ゆ
か
り
の
貞
心
尼
か
ら
の
書
簡
は
、
親
し
く
交
流
し
た
後
学
に
贈
与
さ
れ
て
順
次
越
後
の
各
地
に
散
蔵
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
間
の
事
情
の
一
端
は
、
上
杉
艸
庵
師
が
『
越
後
タ
イ
ム
ス
』
誌
上
に
連
載
し
た
「
貞
心
尼
雜
考
」
の
文
章
か
ら
も
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
筆
者
も
、
本
誌
第
九
〇
一
号
に
、
「
海
雲
山
人
筆
写
『
藏
雲
禪
師
遺
』
翻
刻
と
解
題
」
の
も
と
に
判
明
す
る
と
こ
ろ
を
記
し
て
い
る
の
で
、
こ
ち
ら
も
并
閲
し
て
頂
き
た
い
。
な
お
、
貞
心
尼
自
筆
の
書
簡
は
、
そ
の
晩
年
の
住
庵
地
柏
崎
の
関
係
者
の
も
と
に
多
数
残
さ
れ
て
い
た
も
の
も
あ
り
、
そ
れ
ら
も
時
と
共
に
諸
方
に
散
じ
所
蔵
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
さ
て
、
新
潟
県
三
島
郡
出
雲
崎
町
に
所
在
す
る
良
寛
記
念
館
に
は
、
こ
の
開
設
に
尽
力
し
た
佐
藤
吉
太
郎
（
耐
雪
）
氏
、
安
田
靫
彦
氏
ほ
か
、
ま
た
そ
の
ゆ
か
り
の
方
々
か
ら
良
寛
遺
墨
、
関
連
文
書
の
寄
贈
が
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
も
の
の
中
に
、
貞
心
尼
自
筆
の
書
簡
を
装
し
た
巻
子
が
あ
っ
た
。
昭
和
四
〇
年
、
良
寛
生
誕
二
〇
〇
年
を
記
念
し
て
財
団
法
人
施
設
と
し
て
設
立
さ
れ
た
良
寛
記
念
館
は
、
平
成
五
年
に
出
雲
崎
町
管
理
の
施
設
と
な
り
（
同
館
は
平
成
二
八
年
九
月
に
国
登
録
有
形
文
化
財
と
な
っ
た
）、
学
芸
員
を
配
し
、
そ
の
展
示
、
研
究
活
動
の
体
制
を
新
た
に
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
後
所
蔵
庫
を
点
検
す
る
折
に
こ
の
巻
子
を
含
む
も
の
が
再
確
認
さ
れ
常
設
展
示
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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学
苑
資
料
紹
介
特
集
号
第
九
一
三
号
二
九
一
～
三
〇
四
（
二
〇
一
六
一
一
）
貞
心
尼
自
筆
龍
海
院
藏
雲
和
尚
宛
等
書
簡
翻
刻
解
題
田
熊
信
之
〔
資
料
〕
筆
者
は
、
偶
々
照
圖
、
藏
雲
書
の
良
寛
道
人
肖
像
（
平
成
二
二
年
一
〇
月
二
〇
日
、
安
田
靫
彦
氏
の
ご
子
息
建
一
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
同
館
所
蔵
と
な
っ
た
）
の
拝
観
の
た
め
一
昨
年
春
同
館
を
訪
れ
直
に
こ
れ
を
観
察
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
展
示
室
に
出
陳
中
の
貞
心
尼
自
筆
書
簡
の
存
在
を
知
り
、
次
年
夏
、
改
め
て
こ
の
も
の
の
詳
細
を
同
館
の
本
間
勲
館
長
、
永
寶
卓
学
芸
員
の
両
氏
か
ら
ご
教
示
頂
く
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
巻
子
に
は
、
龍
海
院
藏
雲
和
尚
宛
の
書
簡
一
通
と
某
氏
宛
の
書
簡
一
通
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
同
館
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
こ
の
巻
子
は
、
昭
和
五
一
年
七
月
八
日
に
伊
藤
喜
一
郎
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
巻
子
は
、
五
合
庵
の
開
基
僧
萬
元
の
書
簡
三
通
を
収
め
た
巻
子
と
良
寛
の
実
弟
由
之
の
書
簡
四
通
を
収
め
た
巻
子
と
と
も
に
桐
箱
に
収
め
ら
れ
た
形
で
寄
贈
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
同
館
に
は
、
寄
贈
者
本
人
の
経
歴
や
寄
贈
の
経
緯
な
ど
の
記
録
は
残
さ
れ
て
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
こ
の
書
簡
を
採
録
す
る
堀
桃
坡
氏
の
録
文
を
見
直
し
、
文
下
に
「
三
条
一
ノ
木
戸
伊
藤
氏
」
と
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
た
よ
り
に
、
こ
の
伊
藤
氏
を
探
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
伊
藤
氏
は
、
三
条
市
一
ノ
木
戸
町
で
鞄
、
衣
料
品
店
を
経
営
し
て
い
た
伊
藤
喜
一
郎
氏
で
あ
り
、
呆
庵
の
号
の
も
と
に
歌
人
吉
野
秀
雄
氏
に
師
事
し
て
和
歌
を
詠
作
し
て
い
た
良
寛
の
敬
慕
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
後
に
伊
藤
喜
一
郎
氏
の
ご
子
息
の
夫
人
伊
藤
初
枝
様
、
及
び
そ
の
菩
提
寺
正
樂
寺
の
ご
住
職
齊
藤
亮
師
の
ご
教
示
を
頂
い
た
が
、
そ
れ
に
よ
り
、
喜
一
郎
氏
が
昭
和
五
三
年
六
月
一
四
日
に
数
え
年
八
四
歳
で
逝
去
さ
れ
、
亡
く
な
る
前
々
年
に
蔵
品
の
一
部
を
縁
の
あ
る
良
寛
記
念
館
に
寄
贈
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
喜
一
郎
氏
は
、
家
業
を
営
み
な
が
ら
、
吉
野
秀
雄
氏
等
に
感
化
を
受
け
つ
つ
良
寛
へ
の
敬
慕
の
念
を
深
め
、
そ
の
遺
墨
類
の
蒐
集
に
精
魂
を
傾
け
、
自
家
の
墓
石
に
も
良
寛
筆
の
名
号
を
写
刻
し
、
宅
側
に
五
合
庵
を
模
し
た
庵
室
を
造
り
、
吉
野
秀
雄
氏
の
長
文
の
序
を
戴
い
た
歌
集
『
伊
藤
呆
庵
歌
集
』
も
出
版
し
て
い
た
人
物
な
の
で
あ
っ
た
。
さ
て
、
伊
藤
喜
一
郎
氏
寄
贈
の
貞
心
尼
自
筆
書
簡
二
通
一
巻
は
、
現
在
、
他
の
二
巻
（
先
記
の
萬
元
書
簡
巻
子
、
由
之
書
簡
巻
子
）
と
共
に
原
田
勘
平
氏
の
箱
書
の
あ
る
桐
箱
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
本
誌
で
紹
介
す
る
貞
心
尼
自
筆
書
簡
巻
子
の
み
を
記
す
と
、
こ
の
も
の
は
、
檀
木
軸
装
で
、
巻
子
の
天
地
幅
は
21㎝
、
淡
茶
色
の
裂
で
装
し
見
返
し
に
雲
母
散
ら
し
の
料
紙
を
置
き
そ
の
後
に
二
通
の
貞
心
尼
自
筆
書
簡
を
配
し
て
い
る
。
巻
子
の
に
貼
ら
れ
た
題
簽
は
原
田
勘
平
氏
の
筆
で
「
貞
心
尼
書

弐
通
」
と
あ
る
。
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大
珠
山
是
字
寺
龍
海
院
山
門
影
（
前
橋
市
紅
雲
町
）
謙
巖
藏
雲
和
尚
墓
塔
（
龍
海
院
歴
代
住
職
墓
地
）
孝
室
貞
心
尼
墓
碑
（
柏
崎
市
常
盤
台
寶
龍
山
洞
雲
寺
墓
地
）
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照圖、藏雲書
良寛道人肖像
（全影）
（良寛記念館蔵）
良寛道人肖像収納箱
（相馬御風箱書（表）、
相馬御風跋書及び
安田靫彦識書（裏））
良寛道人肖像収納箱の部分
（前、後影）
照圖、藏雲書 良寛道人肖像（部分）
（良寛記念館蔵）（書は良寛詠長歌）
捺印部分
印文「臧云」（藏雲）（朱文）
「寒華印」（寒華
印）（白文）
『伊藤呆庵歌集』（題字は吉野秀雄氏書）
与坂徳昌寺 良寛詩碑前の人士（部分）
（左から森哲四郎氏、吉野秀雄氏、伊藤呆庵氏）
伊藤喜一郎氏寄贈三巻子収納箱
（箱書は表、裏共原田勘平氏）
（良寛記念館蔵）
貞心尼自筆書簡巻子影
（題檪書は原田勘平氏）
第
一
に
配
さ
れ
た
龍
海
院
藏
雲
和
尚
宛
の
書
簡
は
、
天
地
幅
16

8㎝
、
左
右
長
112

5㎝
（
紙
継
ぎ
が
二
か
所
あ
る
）、
そ
し
て
こ
の
の
ち
に
少
し
離
し
て
配
さ
れ
た
第
二
の
貴
方
様
宛
の
書
簡
は
、
天
地
幅
16

3㎝
、
左
右
長
83㎝
（
紙
継
ぎ
が
二
か
所
あ
る
）
で
あ
る
。
こ
の
二
通
の
書
簡
の
原
状
を
推
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
が
、
第
一
の
藏
雲
和
尚
宛
の
書
簡
は
、
虫
食
い
の
痕
が
約
14㎝
間
隔
で
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
径
4

6㎝
程
に
末
尾
よ
り
巻
き
込
ま
れ
て
置
か
れ
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
考
さ
れ
る
。
第
二
の
書
簡
は
、
前
、
中
、
後
の
用
紙
の
継
ぎ
と
筆
書
内
容
に
か
か
わ
り
、
そ
の
筆
書
の
時
間
差
を
想
像
さ
せ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
本
来
個
別
で
あ
っ
た
こ
の
二
通
の
書
簡
が
何
時
こ
の
よ
う
に
一
巻
子
と
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
伊
藤
氏
は
い
つ
こ
の
書
簡
を
入
手
し
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
堀
氏
の
『
良
寛
と
貞
心
尼
の
遺
稿
』
の
文
に
、
「
私
は
昭
和
三
五
年
一
二
月
三
日
三
条
一
ノ
木
戸
町
伊
藤
氏
訪
問
、
そ
の
所
蔵
貞
心
尼
筆
の
も
の
を
見
る
こ
と
を
得
た
の
で
あ
る
。
伊
藤
氏
は
之
を
既
に
記
録
し
た
一
通
と
共
に
巻
物
に
し
て
置
か
れ
た
。
…
…
」
（
堀
桃
坡
『
良
寛
と
貞
心
尼
の
遺
稿
』
「
貞
心
尼
書
簡
そ
の
二
」
三
条
市
一
ノ
木
戸
町
伊
藤
氏
所
蔵
「
蔵
雲
和
尚
へ
の
手
紙
そ
の
二
」
後
書
昭
和
三
十
七
年
七
月
一
日
日
本
文
芸
社
278頁
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
原
書
簡
を
入
手
し
た
伊
藤
氏
が
、
巻
子
装
に
仕
立
て
保
存
し
て
い
た
、
と
も
解
さ
れ
、
こ
の
入
手
が
昭
和
三
五
年
一
二
月
以
前
で
あ
っ
た
こ
と
、
萬
元
上
人
自
筆
書
簡
、
橘
由
之
自
筆
書
簡
も
こ
の
頃
入
手
し
、
桐
箱
を
設
え
て
原
田
氏
の
箱
書
を
も
得
て
い
た
よ
う
に
も
推
測
さ
れ
る
。
伊
藤
氏
が
生
前
に
良
寛
記
念
館
に
寄
贈
し
た
貞
心
尼
自
筆
の
書
簡
二
通
は
、
共
に
堀
氏
が
伊
藤
氏
宅
で
閲
覧
し
て
そ
の
録
文
を
自
著
に
留
め
て
い
る
。
し
か
し
、
堀
氏
が
、
「
原
本
に
は
所
々
不
明
の
文
字
が
あ
つ
て
、
相
馬
氏
も
そ
の
他
之
を
適
当
だ
と
思
う
文
字
に
し
て
置
い
た
よ
う
だ
か
ら
、
私
も
そ
の
よ
う
に
し
て
お
い
た
。」
（
同
前
）
と
綴
る
通
り
、
判
読
不
分
明
な
文
字
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
部
位
に
十
分
な
注
意
を
払
い
つ
つ
可
能
な
限
り
原
書
に
忠
実
に
録
文
を
記
す
こ
と
と
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
貞
心
尼
自
筆
書
簡
二
通
の
う
ち
の
巻
子
前
面
配
置
の
第
一
通
は
、
二
か
所
で
紙
継
ぎ
を
し
た
三
紙
の
全
長
が
112

5㎝
（
第
一
紙
47

5㎝
＋
第
二
紙
47

5㎝
＋
第
三
紙
17

5㎝
）
の
上
州
前
橋
龍
海
院
第
二
九
世
謙
巖
藏
雲
和
尚
宛
の
も
の
で
、
「
良
寛
禅
師
の
詩
集
上
木
」
に
関
す
る
藏
雲
和
尚
の
志
願
を
称
賛
す
る
貞
心
尼
の
心
緒
と
、
「
先
年
の
石
碑
」
建
立
の
企
図
の
経
緯
と
そ
の
末
、
ま
た
藏
雲
和
尚
の
退
隠
の
希
望
へ
の
意
見
な
ど
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
文
中
に
「
扨
去
年
中
ハ
殿
様
御
可
久
れ
遊
ハ
さ
れ
…
…
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
書
簡
の
日
付
「
や
与
ひ
廿
七
日
」
は
、
藏
雲
和
尚
が
住
持
す
る
龍
海
院
を
菩
提
寺
と
し
た
播
州
姫
路
藩
主
第
七
代
（
酒
井
雅
樂
頭
家
第
15代
に
当
た
る
）
酒
井
忠
顯
公
が
二
五
歳
で
急
逝
し
た
萬
延
元
年
（
一
八
六
〇
、
一
〇
月
一
四
日
が
命
日
）
の
翌
年
、
す
な
わ
ち
萬
延
二
年
が
改
元
さ
れ
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
と
な
っ
た
ひ
と
月
程
後
の
日
と
考
証
さ
れ
る
。
当
時
、
藏
雲
和
尚
は
身
に
不
調
を
来
し
て
い
た
如
く
で
、
こ
れ
に
前
後
し
て
療
治
の
た
め
と
思
わ
れ
る
温
泉
行
を
行
な
っ
て
お
り
、
心
中
に
住
持
退
隠
も
顧
慮
し
て
い
た
様
子
で
あ
る
。
湯
治
の
こ
と
は
、
書
簡
本
文
に
書
き
添
え
ら
れ
た
「
水
晶
山
の
水
晶
水
尓
て
水
晶
身
を
浴
し
給
ひ
し
能
知
者
春
こ
や
可
仁
奈
良
世
給
ひ
ぬ
る
よ
し
承
ハ
り
…
…
」
と
の
文
に
分
明
で
あ
る
が
、
結
局
藏
雲
和
尚
は
、
病
を
抱
え
な
が
ら
大
寺
の
寺
務
に
当
り
、
志
願
の
良
寛
詩
稿
の
編
書
『
良
寛
道
人
遺
』
の
上
梓
も
果
た
し
、
明
治
と
改
元
さ
れ
た
翌
年
の
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
六
月
一
二
日
、
夏
安
居
が
行
な
わ
れ
る
中
で
世
寿
五
七
歳
で
遷
化
し
て
い
る
。
な
お
、
貞
心
尼
が
文
辞
を
尽
し
て
「
水
晶
山
の
水
晶
水
…
…
」
と
記
し
て
い
る
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酒
井
忠
顯
公
位
牌
御
厨
子
（
龍
海
院
位
牌
堂
）
酒
井
忠
顯
公
墓
塔
（
龍
海
院
酒
井
家
墓
地
）
藏
雲
和
尚
の
入
湯
の
地
に
つ
い
て
は
、「
水
晶
山
」「
水
晶
水
」
の
語
を
た
よ
り
に
藏
雲
和
尚
の
住
持
地
か
ら
北
西
約
30㎞
ほ
ど
に
所
在
す
る
上
州
吾
妻
郡
中
之
条
町
の
四
万
温
泉
を
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
「
水
晶
」
の
語
を
重
畳
さ
せ
た
表
現
は
清
浄
さ
を
示
そ
う
と
し
た
貞
心
尼
の
造
語
と
も
見
え
、
実
際
の
地
名
を
記
し
含
め
て
い
る
と
断
じ
難
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
藏
雲
和
尚
は
、
故
郷
の
近
隣
に
足
を
運
ぶ
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
地
の
温
泉
で
浴
治
も
行
な
っ
て
い
る
。
巻
子
の
後
面
に
装
置
さ
れ
て
い
る
貞
心
尼
自
筆
の
第
二
の
書
簡
は
、
「
霜
月
四
日
」
の
日
付
で
「
貴
方
様
御
毛
と
へ
」
と
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
筆
書
年
、
宛
先
は
何
れ
も
不
明
で
あ
る
。
こ
の
書
簡
は
、
口
語
訳
す
る
と
「
長
く
音
信
も
な
い
た
め
思
い
出
し
て
詠
ん
だ
歌
を
、
大
工
の
や
っ
て
来
ま
し
た
折
に
言
伝
て
よ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、
事
に
紛
れ
て
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
の
を
、
今
つ
い
で
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
に
入
れ
申
し
上
げ
ま
す
。」
と
の
書
き
出
し
を
も
ち
、
「
古
巣
に
籠
も
る
山
時
鳥
」
に
擬
え
、
久
し
く
音
信
が
な
い
宛
主
を
偲
び
、
ま
た
、
住
み
捨
て
ら
れ
た
隠
寮
（
宛
主
が
も
と
も
と
居
住
し
て
い
た
隠
居
所
を
退
去
し
新
た
な
所
に
住
み
替
わ
っ
た
こ
と
を
示
す
よ
う
で
あ
る
）
の
庭
に
咲
く
朝
顔
を
想
像
し
な
が
ら
詠
ん
だ
歌
一
首
、
さ
ら
に
、
粗
末
な
草
子
を
便
り
の
印
ま
で
に
御
覧
に
入
れ
申
し
上
げ
ま
す
こ
と
、
近
い
う
ち
の
御
出
で
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
こ
と
、
「
本
ん
前
」
に
出
で
来
ら
れ
ぬ
こ
と
で
あ
り
ま
す
な
ら
お
聞
か
せ
下
さ
い
と
の
こ
と
、
当
方
で
も
三
八
の
会
怠
り
な
く
人
び
と
寄
り
合
い
面
白
い
事
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
君
に
も
事
情
を
繰
り
合
わ
せ
御
出
で
遊
ば
さ
れ
ま
す
よ
う
と
の
願
い
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
文
中
の
「
本
ん
前
」
の
表
記
が
果
た
し
て
「
盆
前
」
で
あ
る
の
か
否
か
不
明
に
も
見
え
る
が
、
前
接
の
歌
に
「
時
鳥
」
や
「
朝
顔
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
「
盆
前
」
と
翻
字
す
る
の
が
適
切
の
よ
う
で
あ
る
。
盆
前
に
出
そ
う
と
し
て
い
た
手
紙
が
事
に
紛
れ
て
日
付
の
如
く
霜
月
四
日
に
な
っ
た
と
判
読
し
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
第
二
書
簡
は
、
初
め
の
第
一
紙
（
長
22

4㎝
）
と
中
間
の
第
二
紙
（
長
39

6㎝
）
及
び
末
尾
の
第
三
紙
（
長
22㎝
）
が
貼
り
継
が
れ
た
形
の
も
の
で
あ
る
が
、
記
述
さ
れ
た
内
容
か
ら
見
る
と
、
第
一
紙
は
貼
り
足
さ
れ
た
か
に
も
見
え
、
旧
来
書
き
か
け
て
い
た
も
の
の
首
部
を
取
り
去
っ
て
こ
れ
を
付
け
て
新
た
な
書
信
に
し
た
可
能
性
を
推
測
さ
せ
も
す
る
。
第
二
紙
と
第
三
紙
の
継
ぎ
目
が
も
と
も
と
の
も
の
で
第
三
紙
が
貼
り
替
え
の
も
の
で
な
い
と
す
れ
ば
、
日
付
の
部
位
は
当
初
は
空
白
に
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
時
を
経
て
書
き
か
け
の
も
の
を
取
り
出
し
こ
れ
を
整
え
書
信
と
し
て
差
出
す
に
あ
た
っ
て
新
た
に
日
付
を
書
き
込
ん
で
は
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
第
二
書
簡
の
後
半
の
初
め
の
「
此
草
子
」
の
部
位
は
「
此
菓
子
」
と
訓
む
人
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
後
文
に
「
御
覧
ニ
入
」
と
あ
る
よ
う
に
当
該
の
も
の
が
「
お
目
に
か
け
る
も
の
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
草
子
」
と
見
る
の
が
至
当
で
あ
ろ
う
。
「
貴
方
様
」
と
記
さ
れ
る
宛
主
は
、
貞
心
尼
の
不
在
中
に
焼
失
し
た
釈
堂
の
か
わ
り
に
不
求
庵
の
建
設
に
尽
力
し
た
人
物
で
、
貞
心
尼
の
歌
稿
を
『
者
知
須
能
露
』
（
は
ち
す
の
露
）
と
名
付
け
た
文
雅
の
富
家
で
あ
る
、
柏
崎
の
薬
種
商
山
田
家
の
当
主
で
早
く
隠
居
し
て
和
歌
や
書
画
に
親
し
ん
だ
山
田
方
寸
翁
静
里
（
世
碩
、
重
弘
、
通
称
甚
次
郎
）
の
可
能
性
が
高
い
。
貞
心
尼
の
自
筆
文
稿
『
焼
野
の
ひ
と
草
』
に
よ
れ
ば
、
貞
心
尼
は
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
卯
月
九
日
、
「
親
の
墓
詣
で
」
と
「
昔
の
友
へ
の
訪
い
」
を
思
い
立
ち
、
居
所
の
柏
崎
の
釈
堂
を
出
、
故
郷
長
岡
の
地
に
向
か
っ
て
い
る
。
久
し
く
訪
れ
な
か
っ
た
長
岡
で
は
諸
方
を
巡
り
、
そ
の
月
の
廿
一
日
に
河
内
の
高
頭
氏
の
も
と
に
立
ち
寄
り
、
近
所
の
旧
知
を
も
訪
ね
て
い
る
。
不
運
に
も
こ
の
頃
、
柏
崎
で
は
大
火
が
起
こ
り
、
釈
堂
が
焼
失
し
て
し
ま
う
。
翌
朝
高
頭
家
の
下
男
の
話
し
に
こ
の
大
火
の
こ
と
を
知
っ
た
貞
心
尼
は
、
驚
き
急
ぎ
、
馬
に
乗
っ
て
柏
崎
に
戻
っ
て
礎
石
だ
け
に
な
っ
た
釈
堂
を
見
る
。
住
む
こ
と
も
で
き
ぬ
こ
と
を
知
っ
た
貞
心
尼
は
、
そ
こ
で
や
む
な
く
一
時
親
し
い
知
人
の
柳
橋
の
関
矢
氏
方
に
身
を
寄
せ
、
一
〇
日
ば
か
り
を
過
す
。
そ
し
て
関
矢
氏
の
話
し
も
あ
っ
て
、
五
月
初
め
に
、
そ
の
近
地
の
無
住
堂
、
観
音
堂
に
移
り
、
山
田
静
里
の
支
援
を
受
け
、
破
堂
の
修
理
や
調
度
を
整
え
、
暫
く
の
時
を
送
っ
て
い
る
。
こ
の
後
、
静
里
を
は
じ
め
と
し
た
知
友
ら
が
貞
心
尼
の
た
め
に
不
求
庵
を
新
造
し
た
の
で
、
貞
心
尼
は
長
月
半
ば
に
そ
の
新
庵
に
移
り
住
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
経
緯
を
考
慮
す
る
と
、
第
二
書
簡
は
、
は
じ
め
観
音
堂
に
移
っ
た
こ
ろ
に
書
き
出
さ
れ
、
慌
た
だ
し
さ
の
中
に
う
ち
忘
れ
、
時
を
経
て
新
庵
で
あ
る
不
求
庵
に
移
り
落
ち
着
き
か
け
た
折
に
、
書
き
差
し
を
思
い
出
し
て
新
た
な
部
位
と
日
付
を
加
え
、
こ
れ
を
宛
主
に
送
り
出
し
た
よ
う
に
も
想
像
さ
れ
る
。
第
二
書
簡
は
、
嘉
永
四
年
夏
の
盆
前
に
書
き
出
さ
れ
、
秋
を
越
え
冬
の
初
め
を
過
ぎ
て
書
き
足
さ
れ
、
霜
月
四
日
に
山
田
静
里
に
宛
て
て
出
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
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凡
例
一
所
掲
写
真
は
新
潟
県
三
島
郡
出
雲
崎
町
良
寛
記
念
館
所
蔵
の
巻
子
装
「
貞
心
尼
自
筆
書
簡
」
二
通
で
あ
る
。
二
原
書
簡
の
写
真
は
良
寛
記
念
館
の
ご
配
慮
の
下
、
平
成
二
八
年
八
月
五
日
に
筆
者
が
撮
影
さ
せ
て
頂
い
た
も
の
で
あ
る
。
三
写
真
掲
載
に
あ
た
っ
て
、
巻
子
装
中
の
第
一
書
簡
を
Ａ
、
第
二
書
簡
を
Ｂ
と
し
、
こ
れ
を
各
々
誌
面
に
合
わ
せ
て
切
り
分
け
、
そ
の
左
右
の
連
接
が
わ
か
る
よ
う
に
端
部
を
重
複
さ
せ
て
掲
出
し
、
左
下
に
通
し
番
号
を
付
記
し
た
。
な
お
、
書
簡
原
紙
面
中
の
紙
継
ぎ
部
分
の
下
に
↑を
表
示
し
た
。
四
原
文
採
録
に
際
し
て
は
、
極
力
筆
書
の
原
で
あ
る
文
字
を
用
い
る
こ
と
を
心
掛
け
た
が
、
一
部
通
行
の
字
体
に
改
め
た
も
の
も
あ
る
。
な
お
、
上
段
に
筆
書
通
り
の
録
文
、
下
段
に
こ
れ
を
私
訓
し
た
書
き
下
し
文
を
示
し
、
読
者
の
閲
読
の
便
を
は
か
っ
た
。
五
原
文
採
録
、
釈
読
の
不
備
、
採
録
資
料
等
の
不
足
に
つ
い
て
は
博
雅
の
諸
賢
の
ご
斧
正
、
ご
評
訂
を
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
。
＊
原
書
簡
、
及
び
関
連
の
資
料
、
ま
た
藏
雲
和
尚
の
墓
塔
、
酒
井
忠
顯
公
の
位
牌
の
御
厨
子
、
墓
塔
等
の
実
査
、
撮
影
に
関
し
て
、
さ
ら
に
伊
藤
喜
一
郎
氏
の
閲
歴
の
調
査
に
つ
い
て
、
次
の
方
々
か
ら
温
な
ご
理
解
と
多
大
な
ご
支
援
を
頂
い
た
。
謹
記
し
て
心
か
ら
の
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
新
潟
県
三
島
郡
出
雲
崎
町
良
寛
記
念
館
館
長
本
間
勲
先
生
、
同
館
館
長
代
理
学
芸
員
永
寶
卓
先
生
、
新
潟
県
燕
市
良
寛
史
料
館
館
長
西
海
土
寿
郎
先
生
、
群
馬
県
前
橋
市
龍
海
院
先
代
住
持
（
三
七
世
）
過
外
一
雄
夫
人
美
代
様
、
同
現
住
持
（
三
八
世
）
過
外
章
道
師
、
新
潟
県
三
条
市
正
樂
寺
住
持
齊
藤
亮
師
、
新
潟
県
三
条
市
伊
藤
初
枝
様
、
新
潟
県
長
岡
市
森
哲
次
郎
様
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照阿画 良寛禪師道影（a）と貞心尼病中図肖像（模本）（b）
（出雲崎良寛記念館蔵）（柏崎市立図書館蔵）
※賛は貞心尼詠歌（a′）（b′）
abb′
a′
そ
ら
尓
春
無
ら
ん
こ
ゝ
路
ハ
毛
と
能
と
ゝ
む
連
登
す
可
刀
盤
こ
ゝ
に
う
き
雲
乃
于
申
二
月 ※
十
日
辞
世
貞
心
尼
七
十
五
歳
久
留
に
似
て
可
へ
る
尓
丹
刀
利
於
起
川なみ
立
居
は
風
能
ふ
く
に
ま
可
せ
て
貞
心
尼
自
筆
前
橋
龍
海
院
藏
雲
和
尚
宛
書
簡
等
私
訓
此
程
は
御
消
息
給
は
り
誠
に
久
び
さ
に
て
い
と
珍
し
う
御
對
面
の
心
地
し
て
繰
り
返
し
參
ら
せ
候
先
づ
は
貴
方
様
に
も
御
機
嫌
よ
く
入
ら
せ
ら
れ
何
よ
り
か
御
目
出
度
祝
ぎ
奉
り
候
私
事
も
變
り
な
く
暮
し
居
り
候
ま
ま
憚
り
乍
ら
御
心
安
う
思
召
し
下
さ
れ
度
く
候
先
づ
年
參
ら
せ
候
書
物
も
相
違
無
く
届
き
し
由
安
心
致
し
參
ら
せ
候
御
返
事
承
は
ら
ぬ
内
は
覺
束
無
く
案
し
居
參
ら
せ
候
扨
去
年
中
は
殿
様
御
隠
れ
遊
ば
さ
れ
何
か
と
御
事
繁
く
御
出
杖
も
出
き
か
ね
候
由
御
尤
も
の
御
事
に
存
じ
參
ら
せ
候
今
年
も
又
御
越
し
遊
ば
さ
れ
度
や
う
に
仰
せ
ら
れ
候
へ
ど
今
は
は
や
待
つ
と
も
言
は
じ
君
來
ん
と
言
ふ
も
久
し
き
も
の
と
思
へ
ば
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A1
貞
心
尼
自
筆
前
橋
龍
海
院
藏
雲
和
尚
宛
書
簡
等
録
文
此
程
ハ
御
世
う
そ
こ
給
ハ
り
ま
事
ニ
久

尓
天
い
と
め
つ
ら
し
う
御
た
い
め
の
古
ゝ
知
し
て
久
利
可
へ
し
ま
ゐ
ら
せ
候
ま
つ
ハ
安
那
刀
さ
満
尓
も
御
機
介
ん
よ
く
入
ら
世
良
れ
何
よ
り
可
御
め
て
度
本
き
奉
り
候
わ
刀
久
し
事
も
可
者
り
な
く
暮
し
を
り
候
満
ゝ
者
ゝ
可
り
那
可
ら
ミ
心
安
う
お
保
し
め
し
被
下
度
候
先
つ
と
し
參
ら
せ
候
書
物
も
相
違
奈
久
と
ゝ
き
し
よ
し
安
心
い
刀
し
ま
ゐ
ら
せ
候
御
遍
ん
し
承
ハ
ら
ぬ
内
ハ
お
保
つ
可
奈
く
案
し
ゐ
ま
ゐ
ら
せ
候
扨
去
年
中
ハ
殿
様
御
可
久
れ
遊
ハ
さ
れ
何
可
と
御
事
志
介
く
御
出
杖
も
て
き
可
年
候
よ
し
御
毛
つ
と
も
の
御
事
ニ
そ
ん
し
ま
ゐ
ら
せ
候
古
と
し
も
又
御
古
し
遊
ハ
さ
れ
度
や
う
ニ
於
不
世
ら
れ
候
へ
と
今
ハ
者
や
ま
つ
と
も
い
者
し
君
古
ん
と
い
ふ
も
久
し
き
物
と
お
も
へ
は
一
良
寛
禅
師
の
詩
集
上
木
に
遊
ば
さ
れ
度
と
の
思
し
召
し
私
も
か
ね
が
ね
其
の
事
心
に
懸
け
ど
ふ
そ
い
さ
ゝ
か
に
て
も
板
に
彫
り
長
く
世
に
遺
さ
ま
ほ
し
く
思
ひ
參
ら
せ
候
へ
ど
何
分
自
分
に
及
ば
ぬ
事
な
れ
ば
空
し
く
打
ち
過
參
ら
せ
候
此
の
地
蒲
原
邊
の
者
共
企
て
多
く
詩
文
等
集
め
し
と
の
事
に
候
へ
ど
冬
未
だ
出
き
立
ち
申
さ
ず
候
也
と
か
く
か
様
の
事
は
成
し
難
き
も
の
に
て
先
年
も
石
碑
立
む
と
私
も
江
戸
ま
で
參
り
文
も
出
き
石
も
取
り
寄
せ
候
い
し
か
ど
俗
人
の
取
り
持
ち
ゆ
ゑ
い
ろ

の
事
を
申
し
長
び
く
内
に
世
話
人
死
去
致
し
其
後
取
り
立
て
世
話
す
る
者
も
無
く
今
は
石
も
無
く
成
し
と
の
事
に
候
さ
れ
や
君
の
御
志
願
遅
く
も
若
し
成
就
致
し
候
は
ば
如
何
許
り
か
嬉
し
か
ら
む
と
存
じ
參
ら
せ
候
一
誠
や
仰
せ
の
如
く
近
頃
は
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一
良
寛
禅
師
の
詩
集
上
木
ニ
遊
ハ
さ
れ
度
と
の
お
保
し
め
し
わ
刀
久
し
も
可
年

其
事
心
ニ
可
遣
と
ふ
そ
い
さ
ゝ
可
に
て
も
板
尓
ゑ
利
長
く
仁
能
こ
さ
満
本
し
久
お
毛
比
ま
ゐ
ら
せ
候
へ
と
何
分
自
分
ニ
於
よ
者
ぬ
事
那
連
は
武
那
し
久
打
過
ま
ゐ
ら
せ
候
此
地
可
ん
原
遍
ん
の
者
共
久
者
立
て
多
く
詩
文
な
と
あ
つ
め
し
と
の
事
ニ
候
へ
と
今 冬
刀
出
き
立
不
申
候
也
東
可
久
可
様
の
事
ハ
成
可
刀
起
物
尓
て
先
年
も
石
碑
立
武
と
わ
刀
久
し
も
江
戸
ま
て
參
り
文
も
出
き
石
も
と
り
よ
せ
候
い
し
可
と
俗
人
乃
と
り
毛
知
ゆ
ゑ
い
ろ

の
事
を
申
し
長
飛
久
内
ニ
せ
王
人
死
去
い
刀
し
其
後
と
り
立
て
世
わ
春
類
者
も
奈
久
今
ハ
石
も
奈
久
成
し
と
の
事
ニ
候
散
礼
や
君
の
御
志
願
お
そ
く
も
も
し
成
就
い
刀
し
候
者
ゝ
い
可
者
可
り
可
う
れ
し
可
ら
無
と
そ
ん
し
ま
ゐ
ら
せ
候
一
ま
事
や
お
不
世
の
こ
と
久
知
可
比
ハ
↑
A2
僧
俗
共
に
道
を
守
ら
ず
見
る
も聞
く
も
片
腹
痛
き
事
の
み
に
て
行
人
の
絶
え
て
無
け
れ
ば
八
重
葎
繁
り
て
道
も
分
か
れ
ざ
り
け
り
嘆
か
は
し
き
事
にな
む
君
に
も
予
て
御
隠
居
遊
ば
さ
れ
度
と
の
思
し
召
し
御
尤
も
に
は
候
へ
ど
さ
の
み
急
が
せ
給
ふ
に
も
及
ぶ
ま
じ
く
や
御
身
だ
に
ま
め
に
な
ら
せ
給
は
ば
何
も
娑
婆
役
と
思
し
召
し
今
暫
く
御
住
職
の
方
宜
し
か
ら
む
か
と
も
斯
く
も
世
の
中
の
在
る
に
任
せ
縁
に
隨
が
ひ
時
を
過
す
よ
り
他
無
く
と
存
じ
參
ら
せ
候
聞
こ
え
ま
ほ
し
き
事
は
盡
き
せ
ず
候
へ
ど
又
ま
た
後
の
便
り
と
先
づ
は
あ
ら
あ
ら
か
し
こ
弥
生
廿
七
日
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僧
俗
共
ニ
道
乎
守
ら
須
見
留
もき
く
も
閑
刀
者
ら
い
刀
起
事
能
ミ
尓
天
行
人
乃
た
え
て
奈
遣
礼
者
や
へ
武
久
ら
志
遣
り
天
道
母
王
可
れ
さ
利
氣
里
奈
介
可
者
し
き
事
ニ南
君
耳
も
可
祢
天
御
隠
居
遊
ハ
さ
れ
度
と
の
お
保
し
め
し
御
毛
つ
と
母
尓
は
候
へ
と
さ
能
み
い
そ
可
せ
給
ふ
ニ
も
お
よ
ふ
ま
し
久
や
御
身
刀
仁
ま
め
ニ
奈
ら
世
給
ハ
ゝ
何
も
娑
婆
や
久
と
お
保
し
め
し
い
ま
志
者
良
久
御
住
職
乃
可
刀
与
ろ
し
可
ら
無
可
と
も
閑
久
毛
の
中
能
安
留
仁
ま
可
世
縁
ニ
志
刀
可
比
時
乎
過
須
よ
り
本
可
那
久
と
そ
ん
し
ま
ゐ
ら
せ
候
き
こ
え
満
保
し
き
事
ハ
つ
き
世
須
候
へ
と
又

後
の
便
り
と
ま
つ
ハ
あ
ら

可
し
こ
や
与
ひ
廿
七
日
A3
龍
海
院
方
丈
様
貞
心
御
も
と
へ
九
拝
水
晶
山
の
水
晶
水
に
て
水
晶
身
を
浴
し
給
ひ
し
後
は
健
や
か
に
な
ら
せ
給
ひ
ぬ
る
由
承
は
り
他
所
な
が
ら
悦
び
參
ら
せ
候
此
度
も
又
何
よ
り
の
品
給
は
り
有
難
く
頂
き
參
ら
せ
て
返
す
も
繰
り
返
し
返
す
苧
環
の
い
と
も
嬉
し
き
君
が
真
心
誠
に
長
な
が
し
き
事
も
長
日
の
御
笑
ひ
種
に
な
む
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龍
海
院
方
丈
様
貞
心
御
も
と
へ
九
拝
水
晶
山
の
水
晶
水
尓
て
水
晶
身
を
浴
し
給
ひ
し
能
知
者
春
こ
や
可
仁
奈
良
世
給
ひ
ぬ
る
よ
し
承
ハ
り
与
所
な
可
ら
悦
ひ
ま
ゐ
ら
せ
候
古
刀
ひ
も
又
何
与
里
の
し
那
給
ハ
り
有
可
刀
く
い
刀
ゝ
き
ま
ゐ
ら
世
天

も
久
利
可
へ
し
閑
へ
須
お
刀
ま
き
の
以
登
も
う
れ
し
き
君
可
真
古
ゝ
ろ
ま
事
ニ
長

し
き
事
も
長
日
の
御
王
ら
ひ
久
さ
仁
な
無
↑
A4
過
ぎ
つ
る
頃
余
り
に
久
し
く
音
信
も
あ
ら
ね
ば
思
ひ
出
で
て
詠
み
侍
り
し
を
大
工
の
參
り
し
時
言
傳
參
ら
せ
む
と
思
ひ
侍
り
し
に
事
に
紛
れ
う
ち
忘
れ
ぬ
る
を
今
つ
い
で
な
れ
ば
御
覧
に
入
參
ら
せ
候
里
人
の
聞
く
を
憂
し
と
や
音
を
絶
え
て
古
巣
に
籠
も
る
山
時
鳥
此
本
と
は
住
み
捨
て
給
ひ
し
御
隠
寮
の
庭
の
朝
顔
さ
ぞ
か
し
い
ろ
い
ろ
繁
り
あ
ひ
て
咲
ぬ
ら
ん
と
あ
は
れ
に
思
ひ
や
り
侍
り
て
―301―
春
き
つ
る
比
あ
ま
り
尓
久
し
く
音
信
も
安
ら
祢
ハ
於
毛
ひ
い
天
ゝ
よ
み
侍
り
し
を
大
工
の
參
り
し
時
古
と
つ
天
ま
ゐ
ら
世
無
と思
ひ
侍
り
し
仁
事
ニ
ま
き
れ
う
ち
王
春
れ
ぬ
る
を
今
つ
い
天な
れ
ハ
御
覧
ニ
入
ま
ゐ
ら
せ
候
散
と
人
乃
き
久
を
う
し
と
や
音
を
た
え
て
ふ
る
春
仁
古
も
類
山
時
鳥
此
本
と
は
春
み
す
て
給
ひ
し
御
隠
里
や
う
の
庭
能
朝
可
保
さ
そ
可
し
い
ろ

志
介
り
あ
ひ
て
咲
ぬ
良
ん
と
あ
者
れ
ニ
お
も
ひ
や
り
侍
り
て
↑
B1
君
ま
さ
で
見
る
人
も無
き
宿
と
し
も
知
ら
で
咲
く
ら
ん
朝
顔
の
花
君
に
は
此
本
と
御
歌
は
如
何
お
は
し
ま
し
候
や
詠
み
お
か
せ
給
ふ
も
あ
ら
ば
拝
見
致
し
度
存
じ
參
ら
せ
候
一
此
草
子
は
余
り
あ
ま
り
粗
末
の
品
に
候
へ
ど
有
合
は
せ
候
ま
ま
便
り
の
印
ま
で
に
御
覧
に
入
參
ら
せ
候
何
れ
近
き
内
御
出
下
さ
れ
度
待
ち
上
參
ら
せ
候
さ
れ
ど
若
し
や
盆
前
に
御
出
で
も
出
來
ず
候
は
ば
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き
み
ま
さ
て
見
る
人
もな
き
宿
と
し
も
志
ら
て
さ
久
良
ん
あ
さ
可
保
の
花
君
尓
は
此
本
と
御
う
刀
ハ
い
可
ゝ
お
者
し
ま
し
候
や
よ
み
お
可
せ
給
ふ
も
あ
ら
者
拝
見
い
刀
し
度
そ
ん
し
ま
ゐ
ら
せ
候
一
此
草
子
ハ
あ
ま
り

そ
満
つ
の
し
那
ニ
候
へ
と
有
あ
者
せ
候
満
ゝ
便
り
の
志
る
しま
て
仁
御
覧
ニ
入
ま
ゐ
ら
せ
候
い
つ
れ
知
可
き
う
知
御
出
被
下
度
ま
知
上
ま
ゐ
ら
せ
候
さ
れ
と
毛
し
や
本
ん
前
ニ
御
い
て
も
て
き
須
候
ハ
ゝ
B2
聞
下
さ
れ
度
候
此
方
に
て
も
三
八
の
會
怠
り
な
く
人
び
と
寄
り
合
ひ
給
ひ
て
面
白
き
事
に
候
へ
ば
ど
ふ
ぞ
ど
ふ
ぞ
君
に
も
御
見
合
御
出
遊
ば
さ
れ
候
へ
か
し
先
づ
は
あ
ら
あ
らめ
で
た
く
か
し
こ
霜
月
四
日
貴
方
様
貞
心
御
許
へ
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聞
被
下
度
候
此
可
刀
尓
て
も
三
八
の
會
お
こ
刀
り
奈
久
人

よ
り
あ
ひ
給
ひ
天
お
も
し
ろ
き
事
ニ
候
へ
ハ
と
ふ
そ
き
み
尓
も
御
見
合
御
出
遊
ハ
さ
れ
候
へ
可
し
ま
つ
ハ
あ
ら
め
て
刀
久
か
し
こ
霜
月
四
日
貴
方
様
貞
心
御
毛
と
へ
↑
B3
主
要
参
考
論
著
秋
叢
菴
主
寒
華
子
（
謙
巖
藏
雲
）
編
『
良
寛
道
人
遺

全
』
江
戸
芝
尚
古
堂
刊
慶
應
三
年
三
月
原
坦
山
（
覺
仙
坦
山
）
著
『
鶴
集
』
佛
仙

明
治
十
七
年
四
月
二
十
日
釋
悟
庵
編
『
坦
山
和
全
集
』
光
融
館
明
治
四
十
二
年
十
月
廿
五
日
山
本
涓
潤
『
星
見
天
老
師
の
行
』
鴻
盟

大
正
五
年
三
月
二
十
五
日
上
杉
艸
庵
「
貞
心
尼
雜
考
」（『
越
後
タ
イ
ム
ス
』）
昭
和
三
年
一
月
八
日
～
六
月
十
日
（
中
村
昭
三
編
『
貞
心
尼
考
』
柏
崎
良
寛
会
平
成
七
年
）
相
馬
御
風
『
良
寛
百
考
』
厚
生
閣
書
店
昭
和
十
年
三
月
二
十
日
相
馬
御
風
『
良
寛
と
貞
心
貞
心
尼
全
集
』
六
藝
社
昭
和
十
三
年
七
月
十
五
日
燕
佐
久
太
「
良
寛
道
人
遺
稿
と
藏
雲
和
尚
に
就
い
て
」
（
『
跳
龍
』
第
四
巻
二
號
）
昭
和
二
十
八
年
二
月
一
日
燕
佐
久
太
『
良
寛
研
究
録
（
抄
）』
考
古
堂
書
店
平
成
十
三
年
十
月
（
原
著
は
大
正
か
ら
昭
和
三
十
三
年
の
執
筆
）
木
村
秋
雨
「
良
寛
道
人
遺
稿
と
謙
嵒
藏
雲
和
尚
」（『
良
寛
さ
ま
』
特
集
第
參
號
）
昭
和
三
十
一
年
五
月
二
十
日
堀
桃
坡
『
良
寛
と
貞
心
尼
の
遺
稿
』
日
本
文
芸
社
昭
和
三
十
七
年
七
月
一
日
須
藤
春
峰
『
原
坦
山
伝
』
株
式
会
社
平
活
版
所
昭
和
三
十
八
年
七
月
二
十
七
日
伊
藤
呆
庵
『
伊
藤
呆
庵
歌
集
』
野
島
出
版
昭
和
四
十
二
年
五
月
三
日
高
井
蒼
風
『
信
濃
畸
人
傳
』
一
光
社
昭
和
四
十
六
年
八
月
一
日
原
田
勘
平
『
良
寛
雑
話
』
北
洋
印
刷
株
式
会
社
昭
和
四
十
九
年
五
月
一
日
木
村
秋
雨
『
越
後
文
芸
史
話
』（
ほ
く
え
つ
選
書
4）
北
越
出
版
昭
和
五
十
年
六
月
二
十
五
日
安
田
建
一
編
、
加
藤
僖
一
釈
文
	解
説
『
良
寛
の
書
安
田
靫
彦
の
愛
蔵
品
に
よ
る
』
中
央
公
論
美
術
出
版
昭
和
六
十
年
七
月
二
十
日
新
潟
県
曹
洞
宗
青
年
会
『
曹
洞
宗
新
潟
県
寺
院
歴
住
世
代
名
鑑
』
平
成
元
年
十
二
月
八
日
過
外
一
雄
『
是
字
寺
龍
海
院
誌
』
平
成
十
八
年
八
月
二
十
二
日
糸
魚
川
歴
史
民
俗
資
料
館
編
『
相
馬
御
風
宛
書
簡
集
Ⅲ
芸
術
家
	芸
能
人
	出
版
者
	教
育
者
	宗
教
家
の
書
簡
』
糸
魚
川
市
教
育
委
員
会
平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
五
日
細
井
瞳
	田
熊
信
之
〔
資
料
〕
「
貞
心
尼
自
筆
龍
海
院
藏
雲
和
尚
宛
書
簡
（
複
製
巻
子
）
翻
刻
	解
題
」（『
学
苑
』
第
八
八
九
号
）
昭
和
女
子
大
学
平
成
二
十
六
年
十
一
月
一
日
田
熊
信
之
〔
資
料
〕
「
海
雲
山
人
筆
写
『
藏
雲
禪
師
遺
』
翻
刻
と
解
題
」
（
『
学
苑
』
第
九
〇
一
号
）
昭
和
女
子
大
学
平
成
二
十
七
年
十
一
月
一
日
（
た
く
ま
の
ぶ
ゆ
き
日
本
語
日
本
文
学
科
）
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『良寛道人遺』 所掲 良寛道人肖像
（肖像は藏雲和尚自筆の原画によると見られる）
（拠 駒沢大学図書館蔵本）
